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アジア の窓
現
行
の
都
市
と
農
村
を
二
元
的
に
管
理
す
る
戸
籍
制

度
は
、
計
画
経
済
時
代
の
名
残
で
あ
る
。「
和
諧
社
会
」

（
調
和
の
と
れ
た
社
会
）
の
構
築
を
目
指
す
中
国
の
現

政
権
に
と
っ
て
は
、
是
非
と
も
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
試
行
（
実
験
）
さ
れ
て

い
る
改
革
は
い
ず
れ
も
各
省
・
市
独
自
な
も
の
で
、
全

国
レ
ベ
ル
で
規
範
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

二
〇
〇
一
年
三
月
、中
国
で
は
農
村
人
口
の
「
小
城
鎮
」

（
県
レ
ベ
ル
の
市
や
県
庁
所
在
地
な
ど
）
へ
の
移
転
が
認

め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
広
東
、
広
西
、
鄭
州
な

ど
十
二
の
省
・
市
で
様
々
な
戸
籍
制
度
改
革
が
試
行
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
多
く
は
条
件
付
き
で
農
村
人
口
に
都

市
の
「
居
民
戸
籍
」
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

鄭
州
市
で
も
、
二
〇
〇
三
年
に
同
様
な
実
験
が
行
わ
れ

た
が
、
翌
〇
四
年
に
は
新
制
度
の
執
行
を
停
止
し
て
い

る
。
鄭
州
市
の
誤
算
は
、
流
入
人
口
の
圧
力
に
あ
っ
た
。

他
の
省
・
市
と
も
同

様
に
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
る
が
、
そ
こ

に
共
通
す
る
の
は
、
教

育
や
社
会
保
障
制
度
の

改
革
が
戸
籍
の
一
元
化

に
追
い
付
か
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
教
育

や
社
会
保
障
制
度
は
、

一
九
五
〇
年
代
か
ら
戸
籍
制
度
と
表
裏
一
体
で
管
理
・

運
営
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
財
政
支
援
の
大
き
か
っ
た

都
市
と
ほ
と
ん
ど
が
自
己
負
担
で
あ
っ
た
農
村
で
は
そ

の
水
準
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
戸
籍
制
度
は
証
書
一

枚
で
も
一
元
化
で
き
る
が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

は
相
応
の
個
人
負
担
と
と
も
に
、
中
小
都
市
に
も
財
政

負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
わ
け
で
あ
る
。

現
政
権
の
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
“
都
市
・
農
村

の
一
体
的
発
展
”
を
実
現
す
る
に
は
、
戸
籍
制
度
の
改

革
が
必
要
条
件
と
な
る
が
、
昨
年
末
の
中
央
経
済
工
作

会
議
な
ど
一
連
の
重
要
な
会
議
や
通
達
で
も
、“
中
小

都
市
お
よ
び
小
城
鎮
へ
の
移
転
規
制
の
緩
和
”
が
提
起

さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
現
時

点
で
は
、
農
村
人
口
を
大
都
市
へ
移
転
さ
せ
る
条
件
が

整
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
九
年
に
お
い
て
も
沿
海
大
都
市
で
は
独
自
の

改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
中
央
政
府
の
意
向
を
反

映
し
て
か
戸
籍
転
入
の
条
件
は
か
な
り
厳
し
い
。
上
海

で
は
累
計
七
年
以
上
の
居
住
や
一
定
水
準
以
上
の
技
術

資
格
が
求
め
ら
れ
て
い
る
し
、
天
津
や
広
州
市
で
は
商

品
住
宅
の
購
入
が
条
件
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
に
は
人
材
の
確
保
や
住
宅
販
売
と

い
っ
た
隠
れ
た
目
的
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も

土
地
と
い
う
社
会
保
障
を
有
す
る
農
民
工
な
ど
が
、
子

女
の
教
育
面
で
は
都
市
戸
籍
の
価
値
を
認
め
て
も
、
こ

の
厳
し
い
条
件
に
そ
れ
以
上
の
価
値
を
認
め
る
か
は
疑

問
で
あ
る
。

中
国
以
外
で
は
北
朝
鮮
と
ベ
ニ
ン
の
み
と
言
わ
れ
る

二
元
管
理
的
な
戸
籍
制
度
で
は
あ
る
が
、
全
面
的
な
改

革
ま
で
に
は
相
当
な
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
る
。
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。
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。
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Ｎ
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滞
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
石
川 

幸
一
（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

　
中
国
は
８
％
成
長
を
維
持
で
き
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
小
林 

煕
直
（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

※ 

ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
（
非
売
品
）

　
　『
東
ア
ジ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
化
』

　
　
　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　
　
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
　N

o.7
3

　
　《 

目
　  

次 

》

　
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
開
発
戦
略
の
転
換
～
要
因
と
展
望
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
小
黒 

啓
一

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
貿
易
比
率
は
何
故
低
い
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
青
木 

　
健

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
進
展
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
各
国
産
業
競
争
力
へ
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
助
川 

成
也

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
5
の
国
際
収
支
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

…
…
石
川 

幸
一

　
越
境
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
済
評
価

　
　
：
メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
考
察
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

…
…
藤
村
　 

学

　
タ
イ
の
ビ
ー
ル
産
業
の
動
向

　
　
―
タ
イ
ビ
バ
レ
ッ
ジ
社
を
心
に
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
…
…
南
原 

　
真

　「
マ
レ
ー
シ
ア
契
約
法
」
の
系
譜
・
構
造
・
解
釈
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
木
原 

浩
之

　
東
南
ア
ジ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

　
　
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
化
の
な
か
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
水
野
明
日
香

＊
ア
ジ
ア
研
究
所
だ
よ
り
＊

中
国
・
戸
籍
改
革
を

　　
試
行
中

“

”


